
第６回RFP　共通技術／アイデア型

宇宙環境に適合した高機能熱硬化性光学材料の最適化検証および関連光学部品の開発
機関名：

プロジェクト概要

2021年1月～ 2022年1月

【目的】 【成果】

　宇宙機で使用される光学材料には、これまでガラス
材が通常用いられてきている。これは、プラスティッ
クのような高分子材料は放射線に対する耐性が小さ
く、宇宙環境で使用すると材料の黄変等で透過率が大
幅に低下することが知られているためである (ガラス
材の中でも、放射線耐性が十分な大きさを持たないも
のも多い)。
　しかしながら、センサー技術の微細化により、宇宙
機で使用されるカメラはレンズ部分が重量の支配的な
要素となりつつある。宇宙機におけるカメラの軽量化
が可能となれば、より多くのカメラを、より多くの宇
宙機に搭載可能となりその意義は大きい。
　上記を踏まえ、高機能熱硬化性光学材料を用いて、
宇宙で使用可能な光学材料を開発することを目標と
する。 

　本研究開発において評価を行った「エスドリマー ®」
の宇宙環境に対する評価を表に示す。
宇宙環境試験
　①耐熱、③耐原子状酸素は光学ガラスと同等以上の性
能となり、宇宙環境で使用が見込めるものであった。
　②耐宇宙線は光学ガラスよりも大幅に耐性に優れて
おり、宇宙環境および宇宙環境以上での放射線帯、例
えば原子炉や加速器などの用途にも期待が出来る。　
　④耐砂粒は表面硬度8Hの光学ガラスには劣るが、
熱硬化性光学樹脂では突出した数値であり、月面ロー
バー等での使用が見込める。
　⑤紫外線耐性はガラスには劣るが宇宙環境での使用
するミッションを選別、例えば深宇宙探査科学探索用等
であれば使用が見込めるレベルであった。評価の結果、

「エスドリマー ®」は宇宙環境下、過酷な領域である放
射線下においても十分使用に耐えうる数値を示した。
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研究
テーマ名

第６回RFP　共通技術／アイデア型

可搬型大気圧プラズマ表面消毒装置の開発とその効果を簡便に目視判定する新しいバイオロジカルインジケータの提案
機関名：

プロジェクト概要

2020年12月～ 2022年2月

【目的】 【成果】

　様々な表面に付着した細菌やウイルスの殺菌・不活
化を迅速に行うための新しい大気圧放電プラズマ表面
消毒装置を開発し、その効果を簡単にモニタリングす
るための新しいバイオロジカルインジケータを提案す
る。様々な種類の表面を処理するために、化学薬品の
添加なしに簡単に殺菌ができる大気圧プラズマを可搬
型に改良する。それと同時に、殺菌・不活化を簡単か
つ迅速に目視判定するための新しいバイオロジカルイ
ンジケータとして、DNA結合微粒子を使用した方法に
ついて検証する。この二つの組合せによって、簡便・
迅速に様々な表面を殺菌・不活化処理しつつ、その効
果をその場で確かめることができる手法を確立する。

可搬型大気圧プラズマ表面消毒装置の開発
　様々な表面に付着した細菌やウイルスを対象とする
大気圧放電プラズマを用いた殺菌、不活化装置の開発
特に、可搬型で様々な表面の殺菌、不活化が可能な装
置を目指す。

大気圧プラズマの消毒効果を評価するための新しいバ
イオロジカルインジケータの開発
　放電プラズマによる殺菌や不活化を素早く評価する
ための新しいバイオロジカルインジケータを提案する
DNA結合微粒子をバイオロジカルインジケータとし、
放電プラズマによるDNA切断反応によって消毒効果
を評価する。
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研究
テーマ名

大気圧放電プラズマ

D N A無し D N A有り D N A無し D N A有り

DNAの有無を目視判定

細菌ウイルス

放電プラズマ

大気圧放電プラズマによる細菌やウイルス
の殺菌、不活化

殺菌、不活化を迅速簡便に評価
（新しいバイオロジカルインジケータ）
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